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【申し込み方法】
　令和６年1２月２７日（金）までに、 
電話、メールまたは申込ページ（左上のコ ード読取）よ
り、①氏名、②電話番号、③メールアドレスをお知らせ
ください 。
【申込・問合せ先】
中部地区社会福祉協議会事務局
（刈谷市社会福祉協議会生活支援課内）
電話：0566-23-1600　携 帯：070-2232-7425
（平日午前９時～午後５時）
メール：seikatsu@kariyashi.jp

中部地区社会福祉協議会とは？

中部地区の「福祉」活動を活性化する
ために、地域が抱える課題やニーズを
解決するための取り組みについての情
報を共有したり、地域住民同士での話
し合いを支援したりするための組織で
す。現在、７つの福祉委員会で中部地
区社協が構成されています。

演題：『～ピンピンキラリのシニアライフ～
　　　　　　「幸福寿命を延ばすため」　　　
　　　　ー高齢者の口腔ケア・栄養改善ー』
講師：刈谷市役所　健康推進課
日時：令和７年１月１８日（土）１０時～
場所：中央生涯学習センター　
　　　401・402研修室
　　　（刈谷市若松町2丁目104番地
　　　刈谷市総合文化センター
　　　　　　　　　「アイリス」内）
対象：どなたでも 定員１００名（先着順）



 子育て世代を対象とした「交流サロンホットとうぶ」を開催して
います。いきいきクラブの会員さんに紙芝居の読み聞かせをして
もらったり、一緒に遊んだりしています。
【サロン：毎月第４（金）１０:００～１１:００】
令和７年２月22日（土）には休日サロンを開催します！
平日は参加が難しい方にもぜひご参加いただきたいです！

 「誰もが安心して暮らし続けられる地域をつくること」を目
的とした住民組織です。地域で活動している色々な団体が集ま
り、地域の現状や課題について情報共有しながら、その解決の
ために取り組んでいます。自治会、公民館、民生委員・児童委
員、いきいきクラブ、女性の会、子ども会、自主防災会、地域
安全パトロール隊、ボランティア団体等の方々が構成員として
活動しています。

福祉委員会とは？

刈谷西部福祉委員会
 今年も、自分たちのふるさとをめぐる「お宝さがしウォーキング」
を１１月に開催しました。地域福祉サポーターの方も運営を手伝っ
てくれています。
見慣れた場所でも新しい発見があったり、ミニゲームでは防災に関
するゲームも用意したので、楽しみながら学べたと思います。

ホットとうぶ推進委員会



 毎年秋に開催される地域行事の「歩け歩け大会」でふれあいブー
スを開設しています。
 子どもから大人まで幅広い世代の方が楽しめるブースになるよ
う、毎年工夫を凝らしています。
 さわやかな空気を味わいながら、地域住民同士が交流できる楽し
いイベントです。

元刈谷福祉委員会

 年4回の会議で熊地区内の団体の活動報告、課題の共有をしてい
ます。また、昨年度に引き続き、１１月の文化展で「熊地区ふく
し連絡会ブース」を出展し、地域の皆さんに連絡会のことをPRし
ました。昨年度から実施している「目くばり・気くばり・声かけ
運動」についてもより良い活動を検討しています。
1月には、今年度初めて講演会を実施します。

 「互近助の元刈谷」を合言葉に活動中です。１０月には、毎年恒
例の防災マップづくりを組長さん、民生委員さんと一緒に行いま
した。
 また、１１月の避難訓練では、各避難所に民生委員・児童委員が
スタンバイして、組長や班長から安否確認結果を聞き取れるよう
にしました。

熊地区ふくし連絡会

小山ふれあい推進委員会



 桜市民館でさくらカフェ、いきいき１００歳体操を行っています。
カフェではお茶とお菓子とおしゃべりを楽しめます。体操では、身体
を動かしたり脳トレをやったりにぎやかです。地域の集いの場として
楽しく過ごしています。
【カフェ：毎月第１（水）１０:００～１２:００】
 ※１月のカフェは８日（水）に開催します。
【体操：毎月第３（木）１３:３０～１４:３０】

重原福祉委員会

桜区福祉協議会

✿ 詳しく知りたい方は下記までご連絡ください ✿
※土日祝、年末年始を除く午前９時から午後５時

 中部地区社会福祉協議会　事務局（刈谷市社会福祉協議会生活支援課）
 電話 ０７０－２２３２－７４２５　FAX ０５６６－２５－２４９８
 MAIL　seikatsu@kariyashi.jp 住所　刈谷市下重原町３－１２０

 Instagram　「【刈谷市】北・中・南部地区社協」

　今年度は初めて福祉委員会主催で講演会を実施しました。半城土
とみやすクリニック　冨安院長に「あなたの大切な人が認知症にな
らないために」と題してご講演いただきました。また、昨年度に引
き続き、災害時要支援者との顔合わせを実施しました。
より暮らしやすい重原地区を目指して活動していきます。

mailto:seikatsu@kariyashi.jp

